
走行データ比較方法 

 

F-PON（フォーミュラ・ニッポン）の松田次生選手のテスト走行データと、ご自身の走行

データとの比較方法 

 

１．ダウンロード後、解凍した各データを指定フォルダにコピーする。 

■走行データ 

データ名  FSW_100R_FPON_TEST.dtb 

コピー先フォルダ C¥Program Files¥DigSpice¥Data 

■スタートフィニッシュデータ 

 データ名  FSW_100R_FPON.cln 

コピー先フォルダ C¥Program Files¥DigSpice¥ContolLine 

 

２．デジスパイスプログラムを立ち上げる 

富士スピードウエイを走行したご自身のデータを読み出す 

 

【保存済み GPS ログ読込】 

で、ご自身の走行データを読み込む 

 

走行データが表示される。 

 

コース図を表示させ、矢印キーで走行

データとコース図を合わせる 



 

【コントロールライン、スタート/フィ

ニッシュ読込】で、先ほどコピーした 

FSW_100R_FPON.cln 

を読込む 

スタートとフィニッシュラインが表示される。 

 

右下の OK を押すと、スタートフィニッシュ間の１００R 近辺のデータが表示される。 

 

３．F-PON のデータの読み出し 

 

【走行データ読込】 

で、先ほどコピーした 

FSW_100R_FPON_TEST.dtb 

を読み込む 

 

一番下に、 

FSW_100R_FPON_TEST 

が追加される。 

 

 スタート 

フィニッシュ 



４．データ解析 

F-PON データと比較したいデータを選択して、【グラフ】タグへ移動する。 

 

５．解析画面表示 

F-PON と比較対象のデータが同時に表示されている。 

 



注意：G/旋回半径表示部は初期表示範囲のままだと、F-PON データの最大 G が表示さ

れません。－またはマウスホイールで表示範囲を広げ全体が表示できるようにしてく

ださい。 

 

 


